














　令和８年変化の年　

児童　　学んでよかったと思える学校（本質に迫る教材研究　子どもを真ん中に据えた教育）
          見方・考え方に着目した指導　思考・判断・表現を評価　メタ認知

教職員　働いてよかったと思える学校（児童の成長を意識したかかわり）
          よい教師は子どもと共に笑い、ダメな教師は子どもを笑う

保護者　子どもを通わせてよかったと思える学校
          子どもをよりよく変えることで、保護者も変わっていく　よいところを伝える

地域　　誇りに思える学校
          地域コーディネーターを架け橋とした地域づくり　学校作りは地域づくり













　電話応答時間　

〇令和７年４月１８日職員夕会での周知内容

〇学校だより令和７年度５月号でお知らせ

〇設定変更（令和７年度）

・７月２２日火曜日から

・９月以降も継続

・学校だより夏休み号

　及び９月号で案内



インターホン応答可能時間







　私費会計の取扱　

学校は現金を取り扱わない（原則）

・見通しをもった執行計画

　校外学習　交通費等

・教材購入の際の集金オンライン化の推奨

















　高島第六小学校　令和８年度　基本方針

　質の高い授業をめざして 　

〇専門性をいかした指導
　教科担任制を意識した交換授業

　１学期間の社会科専科

〇板橋区授業スタンダードＳの具現化
〇指導と評価の一体化
〇「学習内容」と「学習活動」の分別
〇指導計画の立て方
　　①学習内容を確認する
　　②学習内容を習得した状態を確認し、目標を設定する。
　　③目標を達成した時の具体的評価規準（ルーブリック）を設定
　　④（児童の実態に即した具体的な）評価規準を達成させるための手だてを考案する
　　※週ごとの指導計画（週案簿）作成時、「ルーブリック」もしくは「本時の目標を達成した具体的な児童の姿を表した評
価規準」を念頭に置いた計画を立てる。
　　・具体的とは…児童の姿が目に浮かぶめあて、もしくは評価規準
〇振り返り時間の確保
　・ルーブリックの振り返り　　・次時の問い、めあてにつながる振り返り（教師が与えるめあてからの脱却）
　・メタ認知能力の向上　　・めあてとの整合性



　学習指導　

　〇知識・技能に偏らない学習指導
　〇各教科等の見方・考え方に着目した指導
　〇思考・判断・表現を評価
　〇メタ認知　
　　　今日働かせた見方は…
　　　今日働かせてよかった考え方は…
　　　友達の考え方で自分の考え方に影響を与えたのは…
　　　今日の学び方は…











　居場所　児童　保護者 　

　さくらルーム
　会議室
　ランチルーム
　保健室
　職員室
　校長室

　児童の居場所づくり委員会

　必要に応じた積極的な居場所確保（児童・保護者）



　地域等との伴走　

PTA　高六小おやじの会　高島平一丁目町会　商店会　少年野球チーム　

　地域行事　　寺子屋たかろく

　芝の管理

学校公開　 iCS委員への呼びかけ

校内研究　研究授業　 iCS委員　保護者への参観呼びかけ



　学力向上委員会　

学習発表会の取組・集約
総合的な学習の時間の指導計画見直し









令和６年度４年生　学習発表の様子
運営の形態

・発表３分間

・３年生感想記入・４年生準備タイム１分間

・学年全体で１２グループに分かれ、５ターン実施

・グループ発表ではなく、全児童が１人で発表する経験を確保

教育効果

〇探究的な学習の実現化

〇総合的な学習の時間で大切にしている探究４ステップの具現化

探究プロセス

・自ら課題を設定し、解決に向けて情報収集・整理・分析するのが「探究学習」

①課題の設定　②情報の収集　③整理・分析　④まとめ・表現　の４段階









かくれたかろく　ビオトープ



　日常業務　
〇週の計画簿（週案簿）

・C4th、その他パソコンで作成の場合は、週案簿のノートに貼って提出ではなく、

　ファイル等に綴じて提出

・A４サイズで複写をとり、挟んで提出

〇文書決裁

・起案スタンプは文書に直接押印　付箋は使用しない

・起案文書は画板に挟んで回覧



　教室の学習環境整備　

【推奨】
　教室前面には、掲示物を貼らない

　授業のユニバーサルデザイン

【試行推奨】
　授業開始時　日直による号令の廃止

　始まりの合図は授業者が行い、開始直後に児童に問いをもたせる

　「問い」が「めあて」につながる











令和８年度　高島第六小学校　基本方針

指導と評価の一体化 →達成感→自己肯定感の向上
生活指導

　時を守り　場を清め　礼を正す

　ABCDの原則（凡事徹底）

　生活指導の指導と評価の一体化

　評価…①教育的効果の検証　②児童に対する価値付け、称賛

学習指導

　アウトプット型めあて（◯◯について考えよう→〇〇について考えて〇〇に書こう）

　児童の実態に即した具体的な評価規準 （目指す子どもの姿の具体化）



〇学習環境の整備
・教室環境の整備　黒板　カーテンレール　更衣用仕切りカーテン

・フックの増設　廊下　教室内

経営支援部会　庶務部を中心とした教育環境改善





        令和７年度　高六小教育方針

教室配置

１年　南校舎１階
２年　南校舎２階
３年　西校舎２階
４年　西校舎３階
５年　南校舎３階
６年　南校舎４階

校舎全体に分散 南校舎に集中
異学年交流の充実

案
１年　南校舎１階

２年　南校舎２階
３年　南校舎２階

４年　南校舎３階

５年　南校舎４階
６年　南校舎４階



令和７年度基本方針

児童相互に学び合える環境の構築

〇乗り越えること　ソフト面

・異学年交流が深まるということは、

　異学年によるトラブルが増えるということ

→成長の機会が増えるということ



　令和７年度教育方針　ノーチャイム制開始にあたって　
〇心掛けたいこと

・教師に声を掛けられて動くのではなく 、

　上級生や児童同士で声を掛け合える関係構築をねらう

・高学年の活躍の場を教員が作る

（時を守り　場を清め　礼を正す）
・ノーチャイム制のデメリット

　授業開始時刻、終了時刻の分かりにくさ

　休み時間と学習時間の区別を付けにくい児童



　児童会活動の充実

・児童ができることは児童にさせる



令和７年度基本方針

当たり前の見直し
「当たり前だからやる」「今までやってきたからやる」からの脱却

本当に必要か、なくしてみたらどうなるか、教育的な意義の再確認

・ランドセルを廃止してみたら…？

・サマータイムを導入したら…
・上履きがなくても大丈夫かも？

・日直の号令は必要？

・朝の会　帰りの会はしないといけないもの？

・運動会の種目を考えるのは教師？

・校帽は「つば広帽」

・その他



令和７年度基本方針

掲示物の精選

　同一掲示物は長期間掲示しない



　学校の役割　



　人権教育の推進　

人権感覚の向上

学習成果物を掲示する際は、掲示前に誤字脱字の確認をする。

児童の名前の呼び方　さん付け呼称

名字さん付け、名字が同一の場合、

高圧的な指導ではなく、温和な指導を





　保護者との伴走　
〇PTA
　令和７年度　PTA学年委員【学校（学年）と保護者をつなぐ役割】

　と担任の連絡方法

・主に学校代表メールを用いた連絡をする。

〇PTA本部役員と教職員の懇談会

　年間２回程度　定期開催　任意参加

〇保護者有志の茶話会　ランチルーム

（「行き渋り」や「学校へ足が向かない」、

   「学校生活と子どもたち」などについて話す会）



　特別支援教育の充実　
・校内支援委員会とケース会議　二本立ての年間計画

　　WISC（対象児童の選定、調整）、ケース会議

　　特別支援教育アドバイザー連絡調整、スクールソーシャルワーカー連絡調整

・生活指導部会の中に位置づける

・保護者への連絡窓口　主担当は担任

　特別支援の推進と生活指導の区別　
・生活指導の指導と評価の一体化

・特別支援の推進



　地域との伴走（令和７年度）　
・寺子屋たかろく
　使用教室

　しょどうクラブ　　２階　２年算数教室

　パソコンクラブ　　３階　算数教室

　おことクラブ　　　２階　ふれあいルーム（和室）

　おどりクラブ　　　マルチパーパス

　そろばんクラブ　　図工室

　えいごクラブ　　　２階　図書室

　かがくクラブ　　　理科室

　しゅげいクラブ　　４階　家庭科室

　クリケットクラブ　校庭

　スポーツクラブ　　体育館

　

　　　　　　　


